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注)途 中式も採点の対象となるので,あ る程度計算
の過程が追えるように書くこと。

ただし,単振動の解や摩擦による減衰を表す解など,知
っているものは導出を示さず

に用いてよい.50点 満点。               ,

言雪[IIず蹴i∬島鷺蹴 滋電励騨鶴
いて表せ。(10点)

いホ 121雨滴の落下を直線運動にお
いて考える      して       ―

π
各
=%g一 λπυ

が運動方程式であるとしよう。これを解き,座標νを時刻 tの関数として求めよ。た

だし,t=0で ν=0か つυ=0と し,定数 m,g,たは
全て正とする.(10点 )【 ヒント】

鉛直下向きがν軸正の向きになつている。

9同 単振動を生%力 ∈ 〕
虔

3斃 蒸 摯 顆 認となる(過減衰や臨界減衰にはならなレ

を″=Ac~γ t sin(ωt+θ)と仮定して運動方程式に代入し,ωを決
めよ。またt=0で

υ=υ。かつ″二0を初期条件として4,θを求めよ。(10点)

讐彎賛1:瑾撃ち蓬富Z甦15亀筆しご
流電場によつて
「
子が加速されている状況

π
争
=∫Sinωt_―mγυ                 (2)

となるだろう。

(1)特解をυ∫=σ θ̀ω
tまたは町=A∞ sωt+3 Sinωtとおいて求めよ。(10点)

(2)t=0で 電子は静止していたとして,速度についての解υを求めよ。(10点)

(1)


